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「安全」の認識と理念 
 

「安全」は、ＪＲ貨物グループがお客様の荷物を無事

お届けすることを使命とする鉄道事業を継続・発展さ

せ、社会に貢献していく上で最大の基盤となるもので

ある。 
 
 
安全の認識に基づいた理念 

「安全」は、鉄道事業の最大の基盤である。 

 当社では、輸送障害発生時の代替輸送等実施に当たっても、通
常通り、お客様の荷物を無事にお届けすることを最大のテーマとし、
『安全最優先』で輸送を行う。 

代替輸送等実施の際の考え方 

・・・５ 

・・・６ 

・・・７ ～ ８ 

 

・・・９ 

・・・１０ 
◎ ＪＲ貨物は鉄道事業法における「第二種鉄道事業者」 

･･･「第二種鉄道事業」とは、他人の需要に応じ、自らが敷設する鉄道線路
以外の鉄道線路を使用して鉄道による･･･貨物の運送を行う事業をいう。
（鉄道事業法第二条3項） 
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１．東日本大震災時の対応について ～被害の概要～ 

⇒ 走行可能な区間をフル活用した代替輸送網を構築 

（凡例）  

被害を受けた主な駅区 

その他の駅 

臨海鉄道線 

東日本大震災によるＪＲ貨物グループの被害状況： 線路設備や車両に各地で甚大な被害が発生 



１．東日本大震災時の対応について ～石油輸送（ライフライン確保）～ 

3 

（ﾛｰﾘｰ 60台分） 

約190㎞ 

盛岡タ 

根岸 

（ﾛｰﾘｰ 22台分） 

新潟タ 

根岸1号 

根岸2号 

東青森 
（ﾛｰﾘｰ 40～48台分） 

根岸→盛岡タ 間 

約1, 030km 

仙台北港 

郡山 

約160㎞ 

根岸→郡山 間 

約570km 

約560㎞ 

磐越西線（毎日 ２列車運転） 

上越線（毎日 １列車運転） （ﾛｰﾘｰ 60台分） 

（元売会社製油所） 

（元売会社製油所） 

（備蓄タンク） 

宇都宮タ 

（備蓄タンク） 

（備蓄タンク） 

東北線 不通期間中（3/18~4/20） 

※上越・日本海縦貫線は貨物列車の運行ルートであったこと、並びに磐越西線はSLが走行するルートであったこと等設備面での好条件が揃っていたため、早期の対応が可能となった。 

（ﾛｰﾘｰ 最大150台分） 

約190㎞ 

盛岡タ 

根岸・浮島町 

根岸→盛岡タ 

仙台北港 

郡山 

約160㎞ 

根岸・浮島町・甲子→郡山 

約560㎞ 

毎日 ２～３列車運転 

（元売会社製油所） 

（元売会社製油所） 

（備蓄タンク） 

宇都宮タ 

（備蓄タンク） 

（備蓄タンク） 

甲子 

毎日 ２列車運転 （ﾛｰﾘｰ 最大90台分） 

東北線 開通後（4/21~） 

約274㎞（根岸～郡山） 

線路を保有するJR東日本様の全面的な
ご協力により迅速な対応が実現 



１．東日本大震災時の対応について ～コンテナ代替輸送と代行輸送～ 
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別ルート運転 
名古屋（タ） ～ 札幌（タ） 

1往復／日 

フェリー代行 
舞鶴港 ～ 小樽港 

1往復／日 

フェリー代行 
若洲 ～ 苫小牧 

4往復／週 

   折返し運転 
  札幌（タ）  
          ～ 盛岡（タ） 

2往復／日 

舞鶴港 

札幌（タ） 

名古屋（タ） 

小樽港 

隅田川 

宇都宮（タ） 

土浦 

盛岡（タ） 

東京港 

苫小牧港 

別ルート運転 
隅田川 ～ 札幌（タ） 

3往復／日 

折返し運転 
隅田川・東京（タ）  

～ 宇都宮（タ） 
2往復／日 

折返し運転 
隅田川～土浦 

1往復／日 

 船舶代行 
 有明・芝浦   
    ～ 苫小牧 
    4往復／週 

東京（タ） 

新潟タ 

土
浦 

仙台タ 

秋田貨物 

東京タ 

隅田川 神栖 

宇都宮タ 

岩沼 

盛岡タ 

郡山タ 

名取 

水沢 

六原 

弘前 

友部 

水戸 日立 

八戸貨物 

東青森 

コンテナ代替輸送と船舶代行輸送 主なトラック代行輸送区間 

（凡例）  
 

     貨物列車運行区間 

     貨物列車不通区間 

     トラック代行区間 



【参考】 断面輸送量 

※輸送量の多寡を太さで表現 

〔参考〕全国計：約7万1千t 

（平成25年度 平日平均） 

 本年10月6日の
土砂流入による東
海道線不通時には、
日本海縦貫線と中
央線（赤線）に迂回
列車を運行。 

東海道線 

静岡 ３万２千t 

東海道線 

名古屋 ３万６千t 

奥羽線 

秋田 ６千t 

北陸線 

魚津 ８千t 

中央線 

八王子 ６千t 
鹿児島線 

北九州 １万８千t 

室蘭線 

東室蘭 １万７千t 

上越線 

新前橋 ３千t 

２．東海道線不通時の対応について 
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大動脈である東海道線が寸断され、大きな影響 
       ⇒可能な限りの代替輸送対応を実施 

【概要】 
 １．発生日時  平成26年10月6日 午前8時59分頃 

 ２．発生箇所  東海道線 由比～興津間 

 ３．運転再開日時  平成26年10月16日 午前5時36分 

 ４．延べ運休本数   858本 

 ５．当該区間を通過する貨物列車の概要 

 （１）1日当り貨物列車本数 約90本（全国計 約490本） 

 （２）1日当り提供輸送力 約5万5千t（全国計 約11万t） 

（今回の土砂崩壊復旧作業の様子） 
東北線 

仙台 ２万t 

山陽線 

広島 ２万３千t 

線路を保有するJR東海様
のご尽力により10日間での
運転再開が実現 

（全国の45.1％） （全国の50.7％） 



２．東海道線不通時の対応について ～対応策（代替輸送） ～ 
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今回実施した対応策（提供輸送力 最大時往復 2,180個／日（通常時の約20％）） 

  ①トラック代行（２区間片道最大１２ｆｔコンテナ換算200個）   ②迂回列車の運転（最大時４区間４往復） 

  ③定期列車の接続（１区間）                      ④区間列車の運転（最大時７区間８往復） 

名古屋（タ）発札幌（タ）行き　日本海縦貫線経由　10/7～ 6:22着

札幌（タ）発名古屋（タ）行き　日本海縦貫線経由　10/8～ 0:37発

1:25着

東京（タ）発福岡（タ）行き　上越・日本海縦貫線経由　10/7～ 2:40発

接続＜60＞ 福岡（タ）発東京（タ）行き　日本海縦貫線・上越線経由　10/8～    

6:43着

17:30発

13:33発 大阪～金沢 東京～金沢 7:10着

5:13着 １往復（定期列車） １往復（定期列車）  15:52発

14:18着

 7:05着 0:42発 東京（タ）発大阪（タ）行き　中央東線・中央西経由  10/9～ 17:15発

4:45着 19:24発 大阪（タ）発東京（タ）行き　中央東線・中央西経由  10/9～  　  6:50着

16:49発

18:11着 11:10発

0:22発 6:28着

静岡貨物～福岡タ　折返し２往復 トラック代行

①静岡貨物発（発20:58、着12:47）  10/8～、福岡(ﾀ)発（発18:17、着10:11）  10/8～ （輸送力片道　２００個／日）

②静岡貨物発（発5:08、着20:47）  10/9～、福岡(ﾀ)発（発1:27、着20:00）  10/8～

23:56着 7:16発

1:35発 西浜松～福岡（タ）　折返し１往復 10/10～ 17:47着 トラック代行

（輸送力片道　５０個／日）

16:59発

西浜松～広島（タ）　折返し１往復　10/9～ 7:04着

※　「（タ）」は「貨物ターミナル」の略 札幌（タ）～富士・沼津１往復

名古屋タ～静岡貨物　１往復

関西～福岡（タ）　１往復

関西～広島

１往復

東海道線

由比～興津

土砂流入

名

古

屋

（
タ
）

関

西

地

区

広
島
地
区

福

岡

（
タ
）

東

京

（
タ
）

札
幌
（
タ
）

静

岡

貨

物
西

浜

松

隅
田
川

金
沢
地
区

仙
台
（
タ
）

富
士

沼
津

迂回運転 

折返し運転 

トラック代行 

（凡例）  

◎トラック代行、う回輸送等イメージ図（平成２６年１０月９日現在） 

⇒充分な代替輸送力を確保出来たとは言えず、諸課題が浮き彫りに 
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２．東海道線不通時の対応について ～今後検討する対策Ⅰ～ 

 （１） 輸送力確保及び輸送計画策定 

① 代替輸送力・輸送手配シミュレーション 

・ 予め貨物駅の積卸体制及び時間等の一覧表を作成 

・ 主要Ｅ＆Ｓ駅での大型コンテナ荷役作業実施の問題把握及びその改善 

・ 船舶輸送の効率的な利用、弾力的手配の可否等の検討 

 ・ 今後の不測の事態を想定し、代替輸送力、折返し計画等の輸送手配シミュレーションを策定 

② 大型コンテナ荷役作業改善 

③ 船舶輸送の検討 

（２） 輸送機材・要員 

① 輸送機材のリタンダンシー 

・ 汎用性のある交直流電気機関車の主要線区入線確認検証 

② 危機管理上の予備機関車・貨車配置の検証 

・ 迂回輸送体系を予め想定し、危機管理上の予備機関車配置要否検証 

 今後同様の事態が発生した場合に、より一層の代替輸送力の拡大及び、より迅速な対応策の実行を行なう
ことを目的として、以下の対策を検討。今後、検討した結果の対策について着実に実施することにより、貨物
列車の運行に関して、より一層安全・安定輸送の向上に努める。 

東海道・山陽線 ： 直流電化区間のみ 

日本海縦貫線   ： 直流・交流電化区間あり 

⇒ 交直流機はともに走行可能 

【参考】 



２．東海道線不通時の対応について ～今後検討する対策Ⅱ～ 
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・ 大型コンテナ通行許可（特殊車両申請）を予め行うよう、利用運送事業者各社に働きかけを実施 

② コンテナアクセスマップの改定 

 （３） トラック代行輸送 

① 大型コンテナ通行ルート拡充 

・ （公社）全国通運連盟発行「コンテナアクセスマップ」の修正要請実施 

 （４） その他 

・ 異常時用ｼｽﾃﾑﾏﾆｭｱﾙの整備、ＦＲＥＮＳ（貨物情報ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ）性能向上・システム改修 ほか 

車両の諸元 一般的制限値 記  事 

幅 2.5 メートル ○ 

長さ 12.0 メートル ×31ft ／12ft×3 兼用シャーシ＋ヘッド（約16メートル） 

高さ 3.8 メートル △（低床シャーシ（床面高 1.0メートル）は○） 

総重量 20.0 トン ×31ftコンテナ＋シャーシ （ ＞ 20トン） 

【参考】 道路法に基づく車両制限とコンテナ集配車両 

③ JR貨物グループ会社によるトラック代行輸送の拡充 

・現在のトラック代行輸送は利用運送事業者各社のご協力によるものが 

 中心 ⇒昨年9月より当社のグループ会社によりトラック代行輸送を 

 実施する仕組みの構築に着手 

・これにより、輸送障害発生時の対応力がアップ 


